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弘前大学教育学部附属次世代ウェルビーイング研究センター主催

《 》

  本セミナーでは、〈わたしたち〉の生に形を与えようとした／する子どもの姿を「ウェルビーイング」という言
葉に託して語りあいます。自立共生性と領域横断性、そして過去の出来事の連続線上に新しい線を加えな
がら軌跡を描きだそうとする動きを大切にします。1974年、八戸市立湊中学校養護学級の生徒によって共
同版画『虹の上をとんだ船はどんなことにであったか』は制作されました。それは、前年から同校生徒が着
手していた『虹の上をとぶ船』シリーズに描かれた理想に向かって飛び立った船が、公害、戦争、原子力など
の現実と直面する物語でした。50年後の今、そこにはどのような問いが待ち受けているのでしょうか。
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